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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　音声通話と、データ送信とを実行可能な画像処理装置であって、
　文書を読み取り、前記文書の画像データを生成する読取手段と、
　１つの宛先に対して、前記音声通話を行うために使用される音声通話宛先情報と、前記
データ送信を行うために使用されるデータ送信宛先情報とを登録する登録手段と、
　少なくとも音声通話モードと、送信モードと、通話後送信モードとを含む通信モードを
ユーザによる操作に従って選択する選択手段と、
　前記通話後送信モードの選択に基づき、前記宛先に対して登録された前記音声通話宛先
情報を用いた前記宛先に音声通話を実行し、その後にユーザによる送信指示に基づいて前
記文書を前記読取手段によって読み取らせ、前記登録手段によって登録された前記データ
送信宛先情報を用いて前記宛先へ前記文書の前記画像データのデータ送信を実行する制御
手段とを備えることを特徴とする画像処理装置。
【請求項２】
　前記登録手段によって登録された内容に従って前記宛先に対して実行可能な機能を識別
可能に表示する表示制御手段をさらに備えることを特徴とする請求項１に記載の画像処理
装置。
【請求項３】
　前記登録手段は、前記１つの宛先に対して音声通話宛先情報の複数の項目と、データ送
信宛先情報の複数の項目とを紐付けて登録し、
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　前記表示制御手段は、前記音声通話宛先情報の複数の項目と、前記データ送信宛先情報
の複数の項目との何れかを選択可能に表示することを特徴とする請求項２に記載の画像処
理装置。
【請求項４】
　前記表示制御手段は、実行不可能な機能を指示するためのボタンをグレーアウトで表示
し、
　前記制御手段は、前記グレーアウトで表示されたボタンが選択されると、前記機能が実
行できないことを示す警告を表示させることを特徴とする請求項２に記載の画像処理装置
。
【請求項５】
　ユーザインタフェースとなるハンドセット及び子機をさらに備え、
　前記音声通話は、公衆回線用電話であり、
　前記データ送信は、Ｇ３ファクシミリであり、
　前記制御手段は、
　前記選択手段によって通話後送信モードが選択され、かつ、前記ハンドセット又は前記
子機がオフフックしている場合は、モデムを用いてダイヤルトーンを検出する検出手段を
備え、
　前記検出手段が前記ダイヤルトーンを検出できなければ、前記ハンドセット又は前記子
機を用いて通話中であると判断して前記通話後送信モードによる処理を中断し、
　前記検出手段が前記ダイヤルトーンを検出すると、前記通話後送信モードの処理を実行
することを特徴とする請求項１に記載の画像処理装置。
【請求項６】
　前記音声通話は、インターネット電話、公衆回線用電話、又はＩｎｔｅｒｎｅｔ Ｐｒ
ｏｔｏｃｏｌ電話であることを特徴とする請求項１乃至５の何れか１項に記載の画像処理
装置。
【請求項７】
　前記データ送信は、Ｇ３ファクシミリ送信、Ｉｎｔｅｒｎｅｔ Ｐｒｏｔｏｃｏｌを利
用したＴ．３８対応ファクシミリ送信、電子メール送信、又は共有フォルダへの送信であ
ることを特徴とする請求項１乃至６の何れか１項に記載の画像処理装置。
【請求項８】
　前記音声通話宛先情報は、インターネット電話宛先名を示す文字と数字の列、電話番号
、Ｉｎｔｅｒｎｅｔ Ｐｒｏｔｏｃｏｌ Ａｄｄｒｅｓｓ、ＵＲＬ（Ｕｎｉｆｏｒｍ Ｒｅ
ｓｏｕｒｃｅ Ｌｏｃａｔｏｒ）、又はＳＩＰ（Ｓｅｓｓｉｏｎ Ｉｎｉｔｉａｔｉｏｎ 
Ｐｒｏｔｏｃｏｌ）　ＵＲＩ（Ｕｎｉｆｏｒｍ Ｒｅｓｏｕｒｃｅ Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ）
であることを特徴とする請求項１乃至７の何れか１項に記載の画像処理装置。
【請求項９】
　前記データ送信宛先情報は、電話番号、Ｉｎｔｅｒｎｅｔ Ｐｒｏｔｏｃｏｌ Ａｄｄｒ
ｅｓｓ、電子メールアドレス、ＵＲＬ（Ｕｎｉｆｏｒｍ Ｒｅｓｏｕｒｃｅ Ｌｏｃａｔｏ
ｒ）、ＳＩＰ（Ｓｅｓｓｉｏｎ Ｉｎｉｔｉａｔｉｏｎ Ｐｒｏｔｏｃｏｌ）　ＵＲＩ（Ｕ
ｎｉｆｏｒｍ Ｒｅｓｏｕｒｃｅ Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ）、又は共有フォルダへのパス名を
示す文字と数字の列であることを特徴とする請求項１乃至８の何れか１項に記載の画像処
理装置。
【請求項１０】
　文書を読み取り、前記文書の画像データを生成する読取手段を備え、音声通話と、デー
タ送信とを実行可能な画像処理装置の制御方法であって、
　登録手段が、１つの宛先に対して、前記音声通話を行うために使用される音声通話宛先
情報と、前記データ送信を行うために使用されるデータ送信宛先情報とを登録する登録ス
テップと、
　選択手段が、少なくとも音声通話モードと、送信モードと、通話後送信モードとを含む
通信モードをユーザによる操作に従って選択する選択ステップと、
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　制御手段が、前記通話後送信モードの選択に基づき、前記宛先に対して登録された前記
音声通話宛先情報を用いた前記宛先に音声通話を実行し、その後にユーザによる送信指示
に基づいて前記文書を前記読取手段によって読み取らせ、前記登録ステップで登録された
前記データ送信宛先情報を用いて前記宛先へ前記文書の前記画像データのデータ送信を実
行する制御ステップと
を実行することを特徴とする画像処理装置の制御方法。
【請求項１１】
　請求項１０に記載された画像処理装置の制御方法における各ステップを、コンピュータ
に実行させるためのプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ＩＰ網等の通信網を経由した通話、ファクシミリ通信、Ｅメール通信、及び
ファイル送信を行う画像処理装置、その制御方法、及びプログラムに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　特許文献１には、ファクシミリ装置において１つの宛先名称に通話用電話番号とファク
シミリ番号をそれぞれ登録し、１つの宛先名称を選択した後、通話指示を行うと登録され
た通話用電話番号へ通話を行う手法が開示されている。また、上記ファクシミリ装置で送
信指示を行うと、登録されたファクシミリ番号へ送信される。また、近年のＭｕｌｔｉ 
Ｆｕｎｃｔｉｏｎ Ｐｒｉｎｔｅｒ（ＭＦＰ）ではＩＰ網との通信部を有し、読み取った
画像データをＩＰ網経由でＥメールへ添付して送信する機能を有する。また、ＳＭＢ（Ｓ
ｅｒｖｅｒ Ｍｅｓｓａｇｅ Ｂｌｏｃｋ）等で他のＰＣの共有フォルダへファイル送信す
る機能を有する。
【０００３】
　近年ではＩＰ網の発達に伴って、ＩＴＵ－Ｔ（Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ Ｔｅｌｅ
ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ Ｕｎｉｏｎ Ｔｅｌｅｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ）　Ｔ．
３８勧告に従い、高速なＩＰ網を経由してＦＡＸ通信可能な画像処理装置が存在する。Ｔ
．３８に対応した画像処理装置では、通信相手との呼接続にＳＩＰ（Ｓｅｓｓｉｏｎ Ｉ
ｎｉｔｉａｔｉｏｎ Ｐｒｏｔｏｃｏｌ）と呼ばれる呼接続処理を用いる。ＳＩＰセッシ
ョンでは、ＳＩＰメッセージのヘッダ部に記載されたＳＩＰ　ＵＲＩ（例えば、ｓｉｐ：
０３０００００００１＠ｔｅｓｔ．ｃｏｍのようにｓｉｐ：電話番号＠ドメイン名等）で
着信側の通信相手を指定することができる。つまり、公衆電話網（以下では、ＰＳＴＮと
称する。Ｐｕｂｌｉｃ Ｓｗｉｔｃｈｅｄ Ｔｅｌｅｐｈｏｎｅ Ｎｅｔｗｏｒｋ）で用い
た電話番号で相手を指定できる。そして、ＳＩＰセッションでは、ＳＤＰ（Ｓｅｓｓｉｏ
ｎ Ｄｅｓｃｒｉｐｔｉｏｎ Ｐｒｏｔｏｃｏｌ）で伝送されるデータのメディアタイプを
示し、Ｔ．３８では例えば静止画（ｉｍａｇｅ）やアプリケーション（ａｐｐｌｉｃａｔ
ｉｏｎ）を使用することが考えられる。また、通話や後述するみなし音声によるＧ３ＦＡ
Ｘ通信でメディアタイプとして音声（ｖｏｉｃｅ）を指定することも可能である。発信側
がオファーＳＤＰを含んだＩＮＶＩＴＥを送信し、着信側がアンサーＳＤＰを含んだ成功
応答を発信側に返信することで呼接続が実現する。このようにＳＩＰはＩＰパケットのや
りとりで呼接続を指示する。
【０００４】
　また、従来の回線交換式の電話回線網をＩＰ（Ｉｎｔｅｒｎｅｔ Ｐｒｏｔｏｃｏｌ）
技術をベースにしたネットワークに置き換える次世代ネットワーク（ＮＧＮ、Ｎｅｘｔ 
Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ Ｎｅｔｗｏｒｋ）網上でサービスを提供する技術が普及している
。ＮＧＮ網は、ネットワーク自体に帯域補償機能、セキュリティ機能を備え、セッション
開始プロトコル（ＳＩＰ）を使って、電話サービス、映像通信サービス、データ通信サー
ビス等を統合的に実現するＩＰネットワークである。日本国内での電話サービスはひかり
電話が提供されている。そしてデータ通信のサービスでＩＰを使ったＦＡＸ通信を行うこ
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とも考えられている。さらに、ＩＰ網の発達に伴って、音声データをＩＰパケットに包ん
でインターネットを経由し、発信側と着信側がピアツーピアで通信を行うインターネット
電話が普及してきている。ＰＣ（Ｐｅｒｓｏｎａｌ ｃｏｍｐｕｔｅｒ）にインターネッ
ト電話のソフトウェアをインストールしてインターネット電話機能を実現するスカイプ（
登録商標）等が知られている。スカイプでは有料で相手先指定に従来の電話番号を用いて
通話することもできるが、スカイプ同士では電話番号でなくスカイプ名というユニークな
ＩＤを用いて無料で通話することが可能である。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開平１０－１２６４８５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、上記従来技術には以下に記載する問題がある。例えば、上記従来技術に
よれば、１つの宛先を選択した後、通話指示を行うと登録された通話用電話番号へ通話を
行い、送信指示を行うと、登録されたファクシミリ番号へ送信するため、通話かファクシ
ミリかを間違えずに発信することが可能である。しかし、同じ相手に対して通話後にファ
クシミリを送信したい場合、通話指示を行って通話した後に再度ファクシミリ送信指示を
行う必要がある。したがって、相手先を２回指示する必要があり手間がかかるという問題
がある。
【０００７】
　また、同じ相手に対して通話後にファクシミリを送信したい場合、従来のＰＳＴＮを用
いるＧ３ＦＡＸでは先に通話を行い相手と通話した後にＭＦＰでスタートボタンを押下し
送信指示を行うことで同じ電話番号へのファクシミリ送信、いわゆる手動送信ができる。
送信で相手先の指示を間違えてしまわないよう、誤送信防止のため、上記手順を用いるケ
ースがある。
【０００８】
　以下では、ＩＰ技術をもとにした電話のうち、番号計画に基づく電話番号（例０５０－
００００－００００）が割り当てられる物をＩＰ電話、電話番号の割り当てがなくユニー
クなＩＤ（例えば、スカイプ名）が割り当てられる物をインターネット電話と称する。画
像処理装置には、通話はＩＰ電話やインターネット電話やひかり電話やスカイプ等の通信
費が安く新しいインフラを使用し、ＦＡＸ送信は高速でセキュリティの高いＮＧＮを使用
するものがある。この場合、相手の通話とＦＡＸの電話番号が異なると、上記手動送信は
使用できない。また、スカイプ等のインターネット電話では、通話の相手を指定する際に
電話番号を用いずにスカイプ名等の文字列を用いるため、インターネット電話宛先（スカ
イプ名等）とＦＡＸ送信の電話番号は異なってしまう。
【０００９】
　また、通話後にＥメールを送信したい場合でも同様に相手の通話先とＥメールアドレス
が異なってしまう。また、通話後にファイル送信したい場合でも同様に相手の通話先とフ
ァイル送信先の場所が異なってしまう。そして送信側の通信部が、通話、ＦＡＸ送信、Ｅ
メール送信及びファイル送信でそれぞれ異なったりするケースでは、上記の手動送信は使
用できない。
【００１０】
　本発明は、上述の問題に鑑みて行われたものであり、種々の通信方法を提供するととも
に、異なる通信方法を用いて同一の相手と通信を行う場合にはそれぞれ異なる通信方法で
の相手先の指示操作を必要とすることなく好適に通信を行う仕組みを提供することを目的
とする。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
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　本発明は、音声通話と、データ送信とを実行可能な画像処理装置であって、文書を読み
取り、前記文書の画像データを生成する読取手段と、１つの宛先に対して、前記音声通話
を行うために使用される音声通話宛先情報と、前記データ送信を行うために使用されるデ
ータ送信宛先情報とを登録する登録手段と、少なくとも音声通話モードと、送信モードと
、通話後送信モードとを含む通信モードをユーザによる操作に従って選択する選択手段と
、前記通話後送信モードの選択に基づき、前記宛先に対して登録された前記音声通話宛先
情報を用いた前記宛先に音声通話を実行し、その後にユーザによる送信指示に基づいて前
記文書を前記読取手段によって読み取らせ、前記登録手段によって登録された前記データ
送信宛先情報を用いて前記宛先へ前記文書の前記画像データのデータ送信を実行する制御
手段とを備えることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明は、種々の通信方法を提供するとともに、異なる通信方法を用いて同一の相手と
通信を行う場合にはそれぞれ異なる通信方法での相手先の指示操作を必要とすることなく
好適に通信を行う仕組みを提供できる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本発明における送信側ＭＦＰの制御フローチャートを示す図。
【図２】本発明における受信側ＭＦＰの制御フローチャートを示す図。
【図３】第１の実施例における画像処理装置の構成と網の接続を示す図。
【図４】本発明の第３の実施例における画像処理装置の構成と網の接続を示す図。
【図５Ａ】宛先登録時のユーザインタフェース画面を示す図。
【図５Ｂ】宛先登録時のユーザインタフェース画面を示す図。
【図５Ｃ】宛先登録時のユーザインタフェース画面を示す図。
【図５Ｄ】宛先登録時のユーザインタフェース画面を示す図。
【図６Ａ】宛先選択時のユーザインタフェース画面を示す図。
【図６Ｂ】宛先選択時のユーザインタフェース画面を示す図。
【図６Ｃ】宛先選択時のユーザインタフェース画面を示す図。
【図６Ｄ】宛先選択時のユーザインタフェース画面を示す図。
【図７】登録データ構造を示す図。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　以下、本発明を実施するための形態について図面を用いて説明する。なお、以下の実施
形態は特許請求の範囲に係る発明を限定するものでなく、また実施形態で説明されている
特徴の組み合わせの全てが発明の解決手段に必須のものとは限らない。
【００１５】
　＜第１の実施例＞
　＜画像処理装置の構成＞
　以下では、本発明の第１の実施例について説明する。まず、図３を参照して、本実施例
に係る画像処理装置３０１のハードウェア構成と網の接続について説明する。画像処理装
置３０１は、ＬＡＮ（Ｌｏｃａｌ Ａｒｅａ Ｎｅｔｗｏｒｋ）５０７及びアナログポート
付きルータ５０６を介してＩＰ網５０１に接続される。図３のＩＰ網５０１は、インター
ネット、ＮＧＮ及び上記を相互に接続するゲートウェイや名前解決を行うＤＮＳ（Ｄｏｍ
ａｉｎ Ｎａｍｅ Ｓｅｒｖｅｒ）を含んだ網を想定している。受信側のＴ．３８対応ファ
クシミリの機能を有するＴ．３８対応ＦＡＸ５０５は、ＬＡＮ５１４及びアナログポート
付きルータ５０４を介してＩＰ網５０１に接続される。
【００１６】
　ＬＡＮ５０７及びＬＡＮ５１４内にはＬＡＮ通信を行うためのハブやケーブルが存在し
相互に接続されている。アナログポート付きルータ５０４と５０６のアナログポートには
、公衆回線用の電話を行うＰＳＴＮ接続用の電話機（公衆回線用電話機）５１１、５１２
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が接続され、ルータ経由で他の電話機との通話が可能である。アナログポート付きルータ
５０４、５０６は、アナログポートの無いルータを利用してもよい。その場合、ＰＳＴＮ
接続用の電話機５１１、５１２は利用できない。
【００１７】
　ＰＣ５１６は、ＳＭＢ（ｓｅｒｖｅｒ ｍｅｓｓａｇｅ ｂｌｏｃｋ）等のファイル共有
機能を有しＬＡＮ５０７に接続され、ＬＡＮ５０７内でファイル共有が行える。メールサ
ーバ５１５はＩＰ網に接続されＳＭＴＰ（Ｓｉｍｐｌｅ Ｍａｉｌ Ｔｒａｎｓｆｅｒ Ｐ
ｒｏｔｏｃｏｌ）サーバやＰＯＰ（Ｐｏｓｔ Ｏｆｆｉｃｅ Ｐｒｏｔｏｃｏｌ）サーバと
して動作しメールデータのやり取りが可能である。ＰＣ５１７は、ＬＡＮ５１４に接続さ
れ、電子メール（Ｅメール）の送受信ソフトウェアがインストールされており、Ｅメール
の送受信が行える。
【００１８】
　インターネット電話端末５１０、５１３は、ＬＡＮ５１４、５０７に接続され、スカイ
プ等のインターネット電話端末として通話が可能である。またＩＰ網内には図示しないＳ
ＩＰサーバが存在し、ＳＩＰセッションの接続処理を行っている。またＩＰ網５０１とＰ
ＳＴＮ５０３との間にデータの受け渡し処理を行うＶｏＩＰ ＧＷ（ゲートウェイ）５０
２が存在する。ＰＳＴＮ５０３は、既存の公衆電話網である。Ｇ３ファクシミリ（Ｇ３Ｆ
ＡＸ）５０８は、Ｔ．３０の音声通信のみに対応した端末である。ハンドセット５１９は
、Ｇ３ＦＡＸ５０８の電話機用端子に接続され、Ｇ３ＦＡＸ５０８で手動受信や手動送信
を行う時の通話用に使用する。電話機５０９は、ＰＳＴＮ５０３に接続され他の電話機と
通話が可能である。
【００１９】
　上述したように、本実施例に係る画像処理装置３０１は、音声通話とデータ送信とを実
行することができる。画像処理装置３０１は、画像の入出力機能を有するものであり、紙
原稿の入力及び紙への印刷出力を行うものである。画像処理装置３０１は、入力した画像
情報を紙等の記録材に印刷したり、デジタルデータとして保存したりＬＡＮやＦＡＸを経
由して他の機器への転送することも可能である。画像処理装置３０１は、ＬＡＮ５０７に
常時接続して、他の図示しない画像処理装置やＰＣ（Ｐｅｒｓｏｎａｌ Ｃｏｍｐｕｔｅ
ｒ）やサーバと一緒に運用されることが一般的である。ＰＣからのプリントデータや、他
のＭＦＰからの画像情報を受信し、紙への印刷出力も可能である。画像処理装置３０１の
動作は、ユーザインタフェース（以下、ＵＩと称する。）３１４からユーザが指示を行う
ことができる。
【００２０】
　画像処理装置３０１の内部構成を説明する。ＣＰＵ３０２は、画像処理装置３０１の制
御ソフトウェアプログラムをＲＯＭ３０４やＨＤＤ３０６から読み込みＲＡＭ３０５に展
開して実行し装置全体を統括的に制御する。ＲＯＭ３０４は、リードオンリーメモリであ
り、装置のブートプログラムや固定パラメータ等が格納されておりフラッシュメモリを用
いることが多い。ＲＡＭ３０５は、ランダムアクセスメモリであり、ＣＰＵ３０２が画像
処理装置３０１を制御する際に、一時的な作業データや画像データや印刷データの格納な
どに使用する。ＨＤＤ３０６は、ハードディスクドライブであり、画像データ、印刷デー
タ、宛先登録情報の格納など、様々なデータの格納に使用する。また、ＲＡＭ３０５、及
びＨＤＤ３０６は、ＣＰＵ３０２が画像データの画像処理や符号／復号化や解像度変換の
作業を行う作業領域としても使用される。
【００２１】
　ＵＩ制御部３１３は、ユーザインタフェース（ＵＩ）３１４を制御し、各種情報の表示
、ユーザからの指示入力を受け付ける。プリンタＩ／Ｆ制御部３１５は、プリンタ３１６
を制御する装置である。スキャナＩ／Ｆ制御部３１７は、スキャナ３１８を制御する装置
である。ネットワークＩ／Ｆ制御部３１９は、ＬＡＮ５０７とのデータの送受信を制御し
、ＴＣＰやＵＤＰやＲＴＰなどのＩＰパケットの解析や生成を行う。ＩＰパケットの送受
信により送信又は受信するＳＩＰやＳＤＰやＶｏＩＰやデータは、一旦ＲＡＭ３０５やＨ
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ＤＤ３０６に保存された後にＣＰＵ３０２で解釈してプロトコル規定に従って処理される
。また、バス３１１には、スキャナＩ／Ｆ制御部３１７、ＣＰＵ３０２、ＲＯＭ３０４、
ＲＡＭ３０５、ＨＤＤ３０６、モデム３０７、プリンタＩ／Ｆ制御部３１５、ＵＩ制御部
３１３、及び音声回路３２２が電気信号で接続されている。また、バス３１１には、ネッ
トワークＩ／Ｆ制御部３１９、及びＣＯＤＥＣ３２０が電気信号で接続されている。バス
３１１は、ＣＰＵ３０２からの制御信号や各ユニット間のデータ信号が送受信されるシス
テムバスとして利用される。
【００２２】
　音声回路３２２は、アナログ信号３１２でヘッドセット３０９と接続され、音声をＡ／
Ｄ又はＤ／Ａ変換して信号処理し音声信号をＧ．７１１形式のＰＣＭやその他符号化され
たデータとして扱うことが可能である。ヘッドセット３０９には、マイクとスピーカが内
蔵され、相手の音声データがスピーカから出力され、ユーザの音声がマイクから入力され
、ユーザが通話に使用する。ヘッドセット３０９は、マイク付きのイヤホンや電話機のハ
ンドセットのような形状でもよい。インターネット電話では、音声のパケットデータはネ
ットワークＩ／Ｆ制御部３１９とアナログポート付きルータ５０６を経由してＩＰ網５０
１へ送信受信される。そして相手側のアナログポート付きルータ５０４を経由して相手の
インターネット電話端末５１０とやりとりされる。
【００２３】
　子電話（子機）３２８は、ＰＳＴＮ用のインタフェースでＳＬＩＣ（Ｓｕｂｓｃｒｉｂ
ｅｒ Ｌｉｎｅ Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ Ｃｉｒｃｕｉｔ）３２７に接続される。ＳＬＩＣ３
２７は、オフフック検知、直流印加や呼び出し信号送出といったＰＳＴＮ用に接続される
子電話３２８の制御を行う。ＣＰＵ３０２は、子電話３２８のマイクから入力された音声
をＳＬＩＣ３２７でＡ／Ｄ変換して、モデム３０７を介してＣＯＤＥＣ３２０へ送信し、
Ｇ．７１１形式のＰＣＭやその他の符号化されたデータへ変換する。ＣＰＵ３０２は、ネ
ットワークＩ／Ｆ制御部３１９を経由してＶｏＩＰパケットを送出する。また、ＣＰＵ３
０２は、ネットワークＩ／Ｆ制御部３１９を経由して取りこまれたＶｏＩＰパケット内の
Ｇ．７１１形式のＰＣＭやその他符号化データをＣＯＤＥＣ３２０で復号化し、モデム３
０７を介してＳＬＩＣ３２７へ送信する。ＣＰＵ３０２は、ＳＬＩＣ３２７でＤ／Ａ変換
して音声信号を子電話３２８のスピーカから送出する。また、モデム３０７とＣＯＤＥＣ
３２０は同一チップ内に統合されていてもよい。
【００２４】
　また、画像処理装置３０１は、Ｔ．３８対応ＦＡＸの機能を有し、ＩＰ網５０１経由で
相手側のＴ．３８対応ＦＡＸ機と接続しＴ．３８に従ったＦＡＸ通信が可能である。ユー
ザは、電話会社とＮＧＮの契約をして番号計画に基づく電話番号（０３－００００－００
０５）の割り当てを受け、アナログポート付きルータ５０６の設定により画像処理装置３
０１に０３－００００－０００５等の電話番号を割り当てて通信することができる。画像
処理装置３０１は、ＳＩＰで通信相手との呼接続を行うことが可能である。
【００２５】
　ここで、Ｔ．３８でＦＡＸ通信を行う時のデータの流れを説明する。ＣＰＵ３０２では
、スキャンした画像データをＪＢＩＧ等の符号化データに変換する。そして符号化データ
はネットワークＩ／Ｆ制御部３１９でＴ．３８に適した形式に変換されアナログポート付
きルータ５０６を経由してＩＰ網５０１へ転送される。そして相手側のＴ．３８対応ＦＡ
Ｘ５０５でＴ．３８のＩＰパケットが受信される。また、Ｔ．３８対応ＦＡＸ５０５から
送出されたＴ．３８のＩＰパケットは、ＩＰ網５０１を経由してルータを経由しネットワ
ークＩ／Ｆ制御部３１９に到達し、符号化されたデジタルの画像データが取り出されＣＰ
Ｕ３０２へ送られる。ＪＢＩＧ等で符号化されたデジタル画像データを生の画像データに
復号化し受信データとしてプリンタＩ／Ｆ制御部３１５へ送りプリンタ３１６でプリント
する。
【００２６】
　通信相手がＴ．３８に対応していない場合には、画像処理装置３０１がみなし音声（こ
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こでは、Ｔ．３０ＶｏＩＰとも称する。）でＧ３ＦＡＸ通信を行うことが可能である。こ
こでは、ユーザは電話会社とＮＧＮの契約をして上記と同じ電話番号（０３－００００－
０００５）でみなし音声、つまりモデムを用いてＧ３ＦＡＸの通信を行う。電話会社と契
約して番号計画に基づく新しい電話番号をみなし音声用に割り当てることも可能である。
その時のデータの流れを説明する。
【００２７】
　ＣＰＵ３０２では、スキャンした画像データをＪＢＩＧ等の符号化データに変換する。
ＣＰＵ３０２は、モデム３０７で符号化されたデジタルの画像データを変調して音声信号
に変換し、ＣＯＤＥＣ３２０（音声符号化復号化部）にてＧ．７１１形式のＰＣＭに変換
したデジタル音声データに変換する。バス３２１、バス３０８はパラレルバス又はＳＰＩ
やＩ２Ｃのようなシリアルバスを使用する。そしてＣＰＵ３０２は、上記デジタル音声デ
ータをネットワークＩ／Ｆ制御部３１９でＶｏＩＰに変換しアナログポート付きルータ５
０６を経由してＩＰ網５０１へ転送する。このＶｏＩＰパケットは、ＲＴＰ（Ｒｅａｌ 
Ｔｉｍｅ Ｐｒｏｔｏｃｏｌ：リアルタイム転送プロトコル）形式に従っている。また、
ＩＰ網５０１とＰＳＴＮ５０３との間にデータの受け渡し処理を行うＶｏＩＰ ＧＷ（ゲ
ートウェイ）５０２が存在する。ＶｏＩＰ ＧＷ５０２は、ＶｏＩＰをＰＳＴＮ５０３を
透過できる形式に変換し、ＰＳＴＮ５０３を経由し、相手機のＧ３ＦＡＸ５０８にみなし
音声が到達する。また、Ｇ３ＦＡＸ５０８から送出された音声信号は、ＰＳＴＮ５０３を
経由しＶｏＩＰ ＧＷ５０２でＶｏＩＰに変換されＩＰ網５０１を経由してアナログポー
ト付きルータを経由しネットワークＩ／Ｆ制御部３１９に到達する。到達したＶｏＩＰは
、バス３１１からＣＰＵ３０２へ送られ、バス３２１を経由してＣＯＤＥＣ３２０に送ら
れ、Ｇ．７１１形式のＰＣＭから音声信号に変換される。その音声信号をモデム３０７に
送って復調し符号化されたデジタルの画像データを取り出しＣＰＵ３０２へ送る。そのＪ
ＢＩＧ等で符号化されたデジタル画像データを生の画像データに復号化し受信データとし
てプリンタＩ／Ｆ制御部３１５へ送りプリンタ３１６でプリントする。
【００２８】
　また、画像処理装置３０１に接続される子電話３２８を用いてＩＰ網５０１経由で相手
のインターネット電話端末や電話機と通話が可能である。ここでは、上記のみなし音声と
同じ電話番号（０３－００００－０００５）を子電話３２８でも用いている。つまり、Ｆ
ＡＸ通信用のモデムと子電話で同じ電話番号を利用することになる。電話会社と契約して
番号計画に基づく新しい電話番号を子電話の音声用に割り当てることも可能である。
【００２９】
　また、画像処理装置３０１には、スカイプ等のインターネット電話ソフトウェアがイン
ストールされており、インターネット電話宛先名（ｘ３０９＊＊）を持つインターネット
電話端末としても動作する。ここでは、画像処理装置３０１のインターネット電話機能で
通話を行うときは音声回路３２２に接続されたヘッドセット３０９を用いる。このように
画像処理装置３０１はヘッドセット３０９を用いてＩＰ網５０１経由で相手のインターネ
ット電話端末や電話機と通話が可能である。
【００３０】
　このようい、画像処理装置３０１は、ＩＰ網５０１を通じたＴ．３８対応ＦＡＸ５０５
との間でのＴ．３８方式によるＦＡＸ通信を行うことができる。また、画像処理装置３０
１は、ＩＰ網５０１、ＶｏＩＰ ＧＷ５０２、ＰＳＴＮ５０３を経由したＧ３ＦＡＸ５０
８とみなし音声（Ｔ．３０ＶｏＩＰとも称する。）でのＦＡＸ通信を行うことができる。
また、画像処理装置３０１は、ＩＰ網５０１を通じてインターネット電話端末５１０と通
話することができる。その時、通話にヘッドセット３０９を用いることができる。また、
画像処理装置３０１は、ＩＰ網５０１を通じてメールサーバへＥメールを送信することが
できる。また、画像処理装置３０１は、ＩＰ網５０１を通じて電話機５１１と通話するこ
とができる。その時、通話に子電話３２８を用いることができる。また、画像処理装置３
０１は、ＬＡＮ５０７を通じてＰＣ５１６へファイル送信することができる。また、画像
処理装置３０１は、ＬＡＮ５０７を通じてインターネット電話端末５１３と通話すること
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ができる。
【００３１】
　ユーザは、相手先の通話用の電話番号、インターネット電話宛先名、相手先のＦＡＸ用
のＦＡＸ番号、Ｅメールアドレス、共有フォルダへのパス名等を正しく知っているものと
する。そして画像処理装置３０１がＦＡＸ送信を行う際に、Ｔ．３８とＴ．３０ＶｏＩＰ
とのいずれかを使用して接続したいかをユーザは予め選択するものとする。或いは、画像
処理装置３０１は、ＦＡＸ送信を行う際に、Ｔ．３８とＴ．３０ＶｏＩＰとのいずれかを
相手先の能力に応じて自動的に判別して選択してもよい。
【００３２】
　＜送信側の処理フロー＞
　次に、図１を参照して、通信において送信側となる際の画像処理装置３０１の処理フロ
ーについて説明する。以下で説明する処理は、ＣＰＵ３０２が、ＲＯＭ３０４やＨＤＤ３
０６に格納された制御プログラムをＲＡＭ３０５に読み出して実行することによって実現
される。
【００３３】
　まず、画像処理装置３０１が待機状態にあり、ユーザが任意の操作をできる状態とする
。Ｓ１０１において、画像処理装置３０１のＣＰＵ３０２は、電話帳の宛先登録の開始が
選択されたかを否かを判定する。ユーザがＵＩ３１４を介して宛先登録の開始を指示すれ
ばＣＰＵ３０２はＳ１０２の処理へ移行する。ユーザがＵＩ３１４で宛先登録の開始を指
示していなければＣＰＵ３０２はＳ１０３の処理へ移行する。電話帳の宛先登録の開始は
、ＵＩ３１４ではなくＬＡＮ５０７経由で接続されたＰＣ５１６上のソフトウェアから画
像処理装置３０１へ指示を行うことで行われてもよい。その場合、ネットワークＩ／Ｆ制
御部３１９を介してＰＣ５１６から受信する情報によって宛先登録の開始が選択されたか
否かを判定することができる。
【００３４】
　Ｓ１０２において、ＣＰＵ３０２は、ＵＩ３１４を介して入力されるユーザ操作に従っ
て、画像処理装置３０１の電話帳へ相手先の通話宛先名（音声通話用の宛先）と送信宛先
名（データ送信用の宛先）とを関連付けて登録する。電話帳への登録は、ＵＩ３１４では
なくＬＡＮ５０７経由で接続されたＰＣ５１６上のソフトウェアや電話帳データを画像処
理装置３０１へダウンロードさせることで行ってもよい。
【００３５】
　ここで、図５Ａ乃至図５Ｃ（画面６０１乃至画面６０８）を参照して、ＵＩ３１４を使
った登録方法における具体的なＵＩ３１４の画面ついて説明する。
【００３６】
　ユーザがＵＩ３１４で宛先登録を指示し、宛先Ｎｏ．（Ｎｏ．はＮｕｍｂｅｒ）を選択
すると画面６０１が表示される。画面６０１では、宛先Ｎｏ．０１を設定することができ
る。ユーザがＵＩ３１４を介して名称を入力する。ユーザがＵＩ３１４を介して各種の入
力を行うにはＵＩ３１４のタッチパネルを利用するか、不図示のキーボードや音声識別入
力を利用することができる。この入力される名称は、ユーザにとって相手先を区別するた
めにわかりやすい適切な名称を６４文字以内で自由に付けることができる。ここでは、宛
先の名称に”支店１”を設定する。
【００３７】
　また、ユーザは、画面６０１において、ＵＩ３１４を介して通話したい相手のインター
ネット電話宛先名（音声通話用の宛先）を入力する。ここでは、インターネット電話宛先
名に”ｘ５１０＊＊”を設定する。このように、インターネット電話宛先名には、文字と
数字を含む列である。このインターネット電話宛先名は、画像処理装置３０１にインスト
ールされたインターネット電話ソフトウェアで使用される適切な宛先名を入力する。例え
ば、スカイプなら先頭が半角文字の６から３２文字で決まるユニークなスカイプ名を入力
する。さらに、ユーザは、画面６０１において、ＵＩ３１４を介してＦＡＸ送信したい相
手のＦＡＸの電話番号（データ送信用の宛先）を入力する。ここでは、ＦＡＸの電話番号
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に０３－００００－０００１を設定する。ユーザがＦＡＸをＮＧＮ経由のＴ．３８で送信
したい場合は、オプションの設定で通信方法としてＴ．３８を選んで設定する。これによ
り、インターネット電話で通話した後に、Ｔ．３８でＦＡＸ送信する設定の入力が完了し
たことになる。
【００３８】
　ＵＩ３１４には画面６０２が表示される。或いは、画像処理装置３０１がＦＡＸ送信を
行う際に、Ｔ．３８とＴ．３０ＶｏＩＰとのいずれかを相手先の能力に応じて自動的に判
別させたい場合、ユーザは通信方法の欄を空欄のまま設定しなくてもよい。ユーザは、画
面６０２の内容を確認し、設定が正しいことを確認するとＵＩ３１４を介して登録を指示
する。すると、宛先Ｎｏ．１に設定した情報が登録され、通話欄で指示された宛先と送信
欄で指示された宛先が紐付けされ、通話後送信の設定が完了する。ここで、通話後送信と
は、画像処理装置３０１が所定の相手に対して、音声通話を実行した後に、データ送信を
行うことを示す。また、宛先登録を行う画面６０１でＣＰＵ３０２は現時点で利用できな
い機能に関する宛先をＵＩ３１４で非表示として選択できないようにしてもよい。
【００３９】
　図７に電話帳の登録データ構造の一例を示す。登録された電話帳の登録データは、ＣＰ
Ｕ３０２が扱えるよう文字コード化や数値化され画像処理装置３０１内のＨＤＤ３０６に
保存する。ＨＤＤ３０６に保存された電話帳の登録データは電源をオフしても消失せず、
画像処理装置３０１が起動するたびに読み込まれ再利用することが可能である。或いは、
宛先登録の情報は、画像処理装置３０１内の不図示のフラッシュメモリやメモリカード等
の不揮発性メモリや電池でバックアップされたＳＲＡＭ等に保存されてもよい。或いは、
宛先登録の情報は、ＬＡＮ５０７経由で別の不図示のサーバやＰＣに保存されてもよい。
電話帳の登録データ構造には、Ｎｏ．、名称、通話宛先有無、インターネット電話宛先名
、電話番号、その他通話宛先名、送信宛先有無、ＦＡＸ番号、ＦＡＸ通信方式、Ｅメール
アドレス、ファイル送信宛先、及びその他送信宛先名が含まれる。その他通話宛先名、そ
の他送信宛先名は、将来新しい通信オプションを追加した際の拡張用のデータ領域である
。また、グループ宛先、グループ内訳は、後述するが、複数の宛先名称に対して同じ処理
を一括実行する際に用いる。通話宛先有無は、インターネット電話宛先名、電話番号、そ
の他通話宛先名のいずれかが登録されていると有りとなる。送信宛先有無は、ＦＡＸ番号
、Ｅメールアドレス、ファイル送信宛先、その他送信宛先名のいずれかが登録されている
と有りとなる。
【００４０】
　画面６０３は、インターネット電話へ通話した後、Ｅメールで送信する設定を示す。こ
こでは、宛先の名称に支店１を設定する。ユーザが通話したい相手のインターネット電話
宛先名ｘ５１０＊＊を設定する。ユーザが送信したい相手のＥメールアドレスを入力する
。ここでは、ｘｘ＠ｘｘ．ｃｏｍを入力する。他の欄は空欄でよい。設定の入力が完了す
ると、ＵＩ３１４には画面６０３が表示される。
【００４１】
　また、画面６０４は、インターネット電話へ通話した後、ＦＡＸ送信する設定を示す。
ここでは、宛先の名称に支店１を設定する。ユーザが通話したい相手の電話番号０３－０
０００－０００２を設定する。ユーザが送信したい相手のＦＡＸの電話番号０３－０００
０－０００１を設定する。通信部はＴ．３８に設定する。他の欄は空欄でよい。設定の入
力が完了すると、ＵＩ３１４には画面６０４が表示される。
【００４２】
　また、画面６０５は、インターネット電話へ通話した後、ファイル送信する設定を示す
。ここでは、宛先Ｎｏ．０２を設定する。ここでは、宛先の名称にＴａｒｏを設定する。
ユーザが通話したい相手のインターネット電話宛先名ｘ５１３＊＊を設定する。ユーザが
送信したい相手の共有フォルダの場所（共有フォルダへのパス名）￥￥１７２．１６８．
０．１￥ｓｍｂを設定する。アクセスに必要なＩＤやパスワードがあれば同時に設定して
もよい。他の欄は空欄でよい。設定の入力が完了すると、ＵＩ３１４には画面６０５が表
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示される。
【００４３】
　また、画面６０６は、インターネット電話へ通話する設定を示す。ここでは、宛先Ｎｏ
．０１を設定する。ここでは、宛先の名称に支店１を設定する。ユーザが通話したい相手
のインターネット電話宛先名ｘ５１０＊＊を設定する。他の欄は空欄でよい。設定の入力
が完了すると、ＵＩ３１４には画面６０６が表示される。
【００４４】
　また、画面６０７は、Ｅメールへ送信する設定を示す。ここでは、宛先の名称に支店１
を設定する。ユーザが送信したい相手のＥメールアドレスを入力する。ここでは、ｘｘ＠
ｘｘ．ｃｏｍを入力する。他の欄は空欄でよい。設定の入力が完了すると、ＵＩ３１４に
は画面６０７が表示される。
【００４５】
　また、画面６０８は、複数の通話宛先（音声通話用の宛先）と送信宛先（データ送信用
の宛先）の設定を示す。ここでは、宛先の名称に支店１を設定する。ユーザが通話したい
相手のインターネット電話宛先名ｘ５１０＊＊と電話番号０３－００００－０００２を設
定する。ユーザが送信したい相手のＥメールアドレスｘｘ＠ｘｘ．ｃｏｍとＦＡＸの電話
番号０３－００００－０００１を設定する。ＦＡＸの通信部はＴ．３８に設定する。他の
欄は空欄でよい。設定の入力が完了すると、ＵＩ３１４には画面６０８が表示される。
【００４６】
　図１のフローチャートの説明に戻る。Ｓ１０２で、電話帳の宛先登録が完了すると、Ｃ
ＰＵ３０２は、処理をＳ１０３へ移行させる。Ｓ１０３において、ＣＰＵ３０２は、ＵＩ
３１４で宛先選択と動作指示がされたか否かを判定する。まだ宛先選択と動作指示がされ
ていない場合はＣＰＵ３０２の処理はＳ１０１に戻る。ユーザは、画像処理装置３０１の
スキャナに送信する原稿を積載し、ＵＩ３１４により送信メニューを選択し、通話後送信
したい相手の宛先Ｎｏ．を選択する。通常、スキャナには、自動原稿送り機も内蔵されて
おり複数枚の原稿を一回セットするだけで順次読み込むことができる。その際に原稿を読
み取る時の解像度、原稿サイズ、白黒かカラー、読取画質モード、両面／片面を指示する
。また、宛先登録時に必要な項目のみ上記の読取モード関連の設定を関連づけして設定し
てもよい。
【００４７】
　Ｓ１０２で画面６０２に示すインターネット電話へ通話した後、Ｔ．３８でＦＡＸ送信
する設定をしていた場合、ＣＰＵ３０２は、表示制御手段として機能し、ＵＩ３１４に図
６Ａの画面７０１を表示する。この画面７０１では基本的に登録した宛先が表示される。
画面７０１でＣＰＵ３０２は宛先登録していない機能に関する宛先をＵＩ３１４で非表示
としているが、ＴＥＬ等の欄を空白としてもよい。
【００４８】
　ユーザは、通話宛先とＦＡＸ送信の宛先が正しいかを確認した後、ＵＩ３１４の「通話
後送信」を指示する。また、ユーザは、通話のみを行いたい場合は、ＵＩ３１４の「通話
」を指示し、ユーザが送信のみを行いたい場合はＵＩ３１４の「送信」を指示する。ユー
ザは、ＵＩ３１４のタッチパネルやキー押下により指示する。すると、ＵＩ制御部３１３
からＣＰＵ３０２へ上記指示が伝達され、ＣＰＵ３０２は、ＵＩ３１４で宛先選択と動作
指示がされたことを検知するので処理をＳ１０４へ移行させる。
【００４９】
　またＳ１０２で画面６０３に示すインターネット電話へ通話した後、Ｅメール送信する
設定をしていた場合、ＵＩ３１４に図６Ａの画面７０２が表示される。ユーザが通話宛先
とＥメールの宛先が正しいかを確認した後、ＵＩ３１４の「通話後送信」「送信」「通話
」のいずれかを指示する。するとＣＰＵ３０２の処理はＳ１０４へ移行する。
【００５０】
　またＳ１０２で画面６０４に示す電話へ通話した後、Ｔ．３８でＦＡＸ送信する設定を
していた場合、ＵＩ３１４に図６Ａの画面７０３が表示される。ユーザが通話宛先とＥメ
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ールの宛先が正しいかを確認した後、ＵＩ３１４の「通話後送信」「送信」「通話」のい
ずれかを指示する。するとＣＰＵ３０２の処理はＳ１０４へ移行する。
【００５１】
　またＳ１０２で画面６０５に示すインターネット電話へ通話した後、ファイル送信する
設定をしていた場合、ＵＩ３１４に図６Ａの画面７０４が表示される。ユーザがインター
ネット電話宛先名とファイル送信の宛先が正しいかを確認した後、ＵＩ３１４の「通話後
送信」「送信」「通話」のいずれかを指示する。するとＣＰＵ３０２の処理はＳ１０４へ
移行する。
【００５２】
　またＳ１０２で画面６０６に示すインターネット電話へ通話する設定をしていた場合、
ＵＩ３１４に図６Ｄの画面７１２が表示される。ユーザはインターネット電話宛先名が正
しいかを確認した後、ＵＩ３１４の「通話」を指示する。この場合、宛先Ｎｏ．１には通
話用の宛先しか登録されていないので「通話後送信」「送信」の指示（ボタン）はグレー
アウトで表示して、ユーザに該当機能が実行できないことを伝える。あるいは表示自体を
行わない。するとＣＰＵ３０２の処理はＳ１０４へ移行する。
【００５３】
　またＳ１０２で画面６０７に示すＥメールへ送信する設定をしていた場合、ＵＩ３１４
に図６Ｄの画面７１３が表示される。ユーザがＥメールアドレスが正しいかを確認した後
、ＵＩ３１４の「送信」を指示する。この場合、宛先Ｎｏ．１には送信用の宛先しか登録
されていないので「通話後送信」「通話」の指示はグレーアウトで表示して、ユーザに該
当機能が実行できないことを伝える。あるいは表示自体を行わない。するとＣＰＵ３０２
の処理はＳ１０４へ移行する。
【００５４】
　またＳ１０２で画面６０８に示す複数の通話宛先と送信宛先を設定していた場合、ＵＩ
３１４に図６Ｂの画面７０５が表示される。ユーザが複数の通話宛先から通話したい相手
と複数の送信宛先から送信したい宛先を選択する必要がある。ユーザが宛先を選択する前
は「通話後送信」「送信」「通話」いずれの機能を実行すればよいかＣＰＵ３０２には判
断できない。そのため、ＣＰＵ３０２はＵＩ３１４上にて「通話後送信」「送信」「通話
」の指示はグレーアウトで表示して、宛先を選択するまでユーザに該当機能が実行できな
いことを伝える。あるいは表示自体を行わない。もしＵＩ３１４の画面に収まらない項目
があった場合、画面をスクロールさせれば表示できる。ユーザがＵＩ３１４にて通話宛先
でインターネット電話宛先名と送信宛先でＥメールを選択すると、画面７０６に示すよう
に、ＵＩ３１４の画面でチェックボックスに記号が表示され、「通話後送信」「送信」「
通話」の指示が選択可能に表示される。ユーザが通話したい相手のインターネット電話宛
先名と送信したい相手のＥメールアドレスが正しいかを確認した後、ＵＩ３１４の「通話
後送信」「送信」「通話」のいずれかを指示する。するとＣＰＵ３０２の処理はＳ１０４
へ移行する。
【００５５】
　またＵＩ３１４にの画面７０５が表示されているときに、ユーザがＵＩ３１４にて送信
宛先でＥメールを選択すると、画面７０７に示すように、ＵＩ３１４の画面でチェックボ
ックスに記号が表示され、「送信」の指示が選択可能に表示される。通話の宛先が選択さ
れていないので「通話後送信」「通話」の指示はグレーアウトで表示して、ユーザに該当
機能が実行できないことを伝える。あるいは表示自体を行わない。ユーザが送信したい相
手のＥメールアドレスが正しいかを確認した後、ＵＩ３１４の「送信」を指示する。する
とＣＰＵ３０２の処理はＳ１０４へ移行する。
【００５６】
　またＵＩ３１４に画面７０５が表示されているときに、ユーザがＵＩ３１４にて通話宛
先でインターネット電話宛先名を選択すると、画面７０８に示すように、ＵＩ３１４の画
面でチェックボックスに記号が表示される。送信の宛先が選択されていないので「通話後
送信」「送信」の指示はグレーアウトで表示して、ユーザに該当機能が実行できないこと
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を伝える。あるいは表示自体を行わない。ユーザが通話したい相手のインターネット電話
宛先名が正しいかを確認した後、ＵＩ３１４の「通話」を指示するとＣＰＵ３０２の処理
はＳ１０４へ移行する。
【００５７】
　またＵＩ３１４に画面７０５が表示されているときに、ユーザがＵＩ３１４にて通話宛
先でインターネット電話宛先名と電話宛先を選択し、送信宛先でＦＡＸを選択すると、画
面７０９に示すように、ＵＩ３１４の画面でチェックボックスに記号が表示される。この
場合、ヘッドセット３０９でインターネット電話へ通話しながら、子電話３２８で電話へ
通話することとなり、一人のユーザが２つの宛先へ同時に通話することは通常ありえない
ため、「送信」のみ表示される。「通話後送信」「通話」の指示はグレーアウトで表示し
て、ユーザに該当機能が実行できないことを伝える。あるいは表示自体を行わない。ユー
ザは送信したい場合、ＦＡＸの宛先名が正しいかを確認した後、ＵＩ３１４の「送信」を
指示する。するとＣＰＵ３０２の処理はＳ１０４へ移行する。
【００５８】
　またＵＩ３１４に画面７０５が表示されているときに、ユーザがＵＩ３１４にて通話宛
先でインターネット電話宛先名を選択し、送信宛先でＦＡＸとＥメールを選択すると、画
面７１０に示すように、ＵＩ３１４の画面でチェックボックスに記号が表示される。この
場合、電話へ通話した後、ＦＡＸとＥメールの２つの宛先へ順次又は同時に送信すること
は可能なので「通話後送信」「送信」「通話」が選択可能に表示される。ユーザは通話後
送信したい場合、通話したい相手のインターネット電話宛先名とＦＡＸの宛先名とＥメー
ルアドレスが正しいかを確認した後、ＵＩ３１４の「通話後送信」を指示する。するとＣ
ＰＵ３０２の処理はＳ１０４へ移行する。
【００５９】
　ユーザが、ヘッドセット３０９又は子電話３２８といった通話部に対する利用指示を行
わない状態でも宛先登録がされていれば「通話後送信」「通話」表示する処理を上記で説
明した。または宛先登録がされていてもユーザがヘッドセット３０９あるいは子電話３２
８の利用指示をする前は「通話後送信」「通話」をグレーアウト表示、又は表示自体を行
わないようにしてもよい。そしてＣＰＵ３０２がヘッドセット３０９あるいは子電話３２
８の利用指示をユーザが行ったことを検知した後に「通話後送信」「通話」を表示する処
理としてもよい。
【００６０】
　Ｓ１０４において、ＣＰＵ３０２は、ＵＩで実行可能な宛先選択と動作指示がされたか
否かを判定する。Ｓ１０３でユーザが「通話後送信」「送信」「通話」のいずれかの動作
指示のうち、ＵＩ３１４でグレーアウトや表示されていない指示を行った場合、ＣＰＵ３
０２はユーザから指示された動作を実行できないため、Ｓ１０５の処理へ移行する。一方
、Ｓ１０３でユーザが「通話後送信」「送信」「通話」のいずれかの動作指示の内、ＵＩ
３１４で通常に表示されており実行可能な指示を行った場合、ＣＰＵ３０２はＳ１０６の
処理へ移行する。なお、ＵＩ３１４でグレーアウト表示で選択不可能に表示されている場
合にはＳ１０４の判定と、Ｓ１０５の処理を省略してもよい。
【００６１】
　また、Ｓ１０４の詳細な判定方法について説明する。ＣＰＵ３０２は、画像処理装置３
０１の電源が投入され、初期化処理を実行するときに、画像処理装置３０１に追加可能な
各種機能を実現するハードウェア又はソフトウェアへアクセスして追加されているかと故
障していないかを確認している。その際、ＣＰＵ３０２は、どのような機能が利用可能か
をＲＡＭ３０５に保存している。ＣＰＵ３０２は、送信メニューから宛先Ｎｏ．がユーザ
より指示されたときに、電話帳の登録データ構造をＨＤＤ３０６より読み出し、利用可能
な機能と登録された宛先を比較し一致した機能のみＳ１０３でＵＩ３１４に表示している
。具体的には、ユーザが表示している宛先Ｎｏ．の登録データのインターネット電話宛先
名が登録されているときに、インターネット電話機能が利用可能ならインターネット電話
による通話機能を実行可能と判断する。また電話番号が登録されているときに、電話機能



(14) JP 6151911 B2 2017.6.21

10

20

30

40

50

が利用可能なら、電話による通話機能を実行可能と判断する。またその他通話宛先名が登
録されているときに、その他通話の機能が利用可能なら、その他機能による通話機能を実
行可能と判断する。その他通話機能とは将来拡張される通信機能に対応するための予備機
能である。ユーザが表示している宛先Ｎｏ．の登録データのＦＡＸ番号が登録されている
ときに、ＦＡＸ機能が利用可能ならＦＡＸによる送信機能を実行可能と判断する。Ｅメー
ルアドレスが登録されているときに、Ｅメール送信機能が利用可能ならＥメールによる送
信機能を実行可能と判断する。ファイル送信宛先が登録されているときに、ファイル送信
機能が利用可能ならファイル送信による送信機能を実行可能と判断する。その他送信宛先
名が登録されているときに、その他送信機能が利用可能ならその他送信機能を実行可能と
判断する。その他送信機能とは将来拡張される通信機能に対応するための予備機能である
。
【００６２】
　また宛先登録を行う画面６０１でＣＰＵ３０２は現時点で利用できない機能に関する宛
先をＵＩ３１４で非表示としてもよい。
【００６３】
　ＮＧＮの契約では、１つの電話番号に対して複数の通信セッションを同時に貼り、複数
の相手と同時にＩＰ網を経由して通信することができる。具体的にはユーザは電話会社と
ＮＧＮの契約をして番号計画に基づく電話番号（０３－００００－０００５）の割り当て
を１つ受け、画像処理装置３０１に０３－００００－０００５の電話番号を割り当てて通
信することができる。そして複数セッションの契約をすることで１つ目のセッションをＴ
．３８ＦＡＸ通信のデータ通信にあてて、２つ目のセッションを子電話３２８の音声通話
にあてることができ、同時通信ができる。ここでは、電話番号の割り当ては１つで、セッ
ション数は２つという契約をしている。ただしモデム３０７を利用するみなし音声でのＴ
．３０ＶｏＩＰ通信（ＩＰ電話：Ｉｎｔｅｒｎｅｔ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ電話）を行うか、
子電話３２８を利用する音声通話を行うかはどちらか１つしかできない。これはハードウ
ェア的な制約である。もし送信宛先としてＦＡＸ電話番号を指示し、通信部としてモデム
３０７を利用するみなし音声でのＴ．３０ＶｏＩＰ通信を指示しているときに、通話部と
して子電話３２８使用を指示すると同時に実行できない。その場合、ＣＰＵ３０２の処理
はＳ１０５へ移行する。このように実行可能な指示であるかをＣＰＵ３０２は判断する。
　
【００６４】
　Ｓ１０５において、ＣＰＵ３０２は、ユーザから受け付けた指示が実行不可能であるた
め、図６Ｄの画面７１４に示す「選択された機能は実行できません。」というような警告
メッセージをＵＩ３１４に表示する。例えば、ＵＩ３１４に画面７１３の表示をしている
ときに、ユーザがグレー表示された「通話後送信」「通話」を選択すると、通話宛先が登
録されていないので、選択機能は実行できずにＵＩ３１４に画面７１４が表示される。警
告メッセージを選択した機能に応じて表示内容を変更してもよい。例えば、通話宛先を登
録していないときに、ユーザが「通話後送信」「通話」を選択すると、「通話宛先を登録
後、実行して下さい。」と表示してもよい。また、送信宛先を登録していないときに、ユ
ーザが「通話後送信」「送信」を選択すると、「送信宛先を登録後、実行して下さい。」
と表示してもよい。その後、ＣＰＵ３０２は、Ｓ１１１の処理へ移行する。
【００６５】
　一方、Ｓ１０６において、ＣＰＵ３０２は、「通話後送信」がユーザから選択されたか
否かを判定する。ユーザがＵＩ３１４で「通話後送信」を指示していればＣＰＵ３０２は
Ｓ１０７の処理へ移行する。一方、ユーザがＵＩ３１４で「通話後送信」を指示していな
ければＣＰＵ３０２はＳ１１３の処理へ移行する。
【００６６】
　Ｓ１０７において、ＣＰＵ３０２は、選択された通話宛先名へ画像処理装置３０１に内
蔵された電話部より通話の動作を行う。Ｓ１０３でユーザがＵＩ３１４より画面７０１、
７０２、７０４、７０６、７１０に示す「通話後送信」を指示した場合について説明する
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。この場合、インターネット電話宛先名＝ｘ５１０＊＊が登録されているので、ＣＰＵ３
０２は、画像処理装置３０１にインストールされているインターネット電話のソフトウェ
ア（電話部）を実行し該当するインターネット電話宛先名へ通話を行う。インターネット
電話のソフトウェアがネットワークＩ／Ｆ制御部３１９を経由して相手のインターネット
電話との接続処理を実行する。通話の相手がインターネット電話の呼び出しに応答すると
、ユーザはヘッドセット３０９を使って相手と通話することができる。ユーザは相手と通
話して正しい相手か、送信宛先は正しいかなどを確認する。そしてＣＰＵ３０２はＳ１０
８の処理へ移行する。
【００６７】
　また、Ｓ１０３でユーザがＵＩ３１４より画面７０３に示す「通話後送信」を指示した
場合を説明する。この場合、相手の電話番号ＴＥＬ＝０３－００００－０００２が登録さ
れているので、ＣＰＵ３０２は、インターネット電話又はＮＧＮの音声契約による電話部
で相手の電話番号へ通話を行う。ユーザがヘッドセット３０９を操作して利用指示をして
いれば、又は、ＵＩ３１４でインターネット電話からの通話を指示していれば、ＣＰＵ３
０２は、インターネット電話を用いて相手の電話番号（０３－００００－０００２）へ通
話する。ユーザが子電話３２８をオフフックして利用指示をしていれば、又は、ＵＩ３１
４で子電話からの通話を指示していれば、ＣＰＵ３０２は、ＮＧＮの音声契約による電話
部を用いて相手の電話番号（０３－００００－０００２）へ通話する。ユーザが「通話後
送信」を指示した後にヘッドセット３０９又は子電話３２８の利用指示が未だ行われてい
ない場合、ＣＰＵ３０２は、ＵＩ３１４に「ヘッドセットを利用開始状態にするか子電話
を持ち上げてください。」のような表示を行う。ユーザが「通話後送信」を指示する前に
、ヘッドセット３０９又は子電話３２８の利用指示が行われていた場合、ＣＰＵ３０２は
上記の表示は行わない。ヘッドセット３０９の利用開始指示は音声回路３２２で行うこと
もできる。子電話３２８の利用開始指示はＳＬＩＣ３２７でオフフックを検知することで
行うこともできる。
【００６８】
　ここで、図２のフローチャート２１０を参照して、相手側装置の処理について説明する
。なお、ここで、相手側とは、図３におけるＩＰ網やＰＳＴＮ５０３に接続された各種機
器であり、画像処理装置３０１と通信可能な外部装置である。最初に相手側の通話部が待
機状態にあるとする。Ｓ３０２において、相手側装置は、通話着信があるまで待機する。
例えば、通話宛先が間違っていれば、正しい相手は応答しない。通話着信があれば、Ｓ３
０３へ移行する。Ｓ３０３において、相手側装置は、ユーザと通話を行う。相手側装置は
、ユーザと通話して正しい相手か、送信宛先は正しいかなどを会話で確認する。Ｓ３０４
において、相手側装置が通話終了操作をするか、又は、ユーザが通話終了操作をするとＩ
Ｐ網やＰＳＴＮ経由での通話終了の処理を相手側の通話部が行う。その後、相手側装置の
通話部は、待機状態に戻り、一連の処理を終了する。
【００６９】
　図１のフローチャートの説明に戻る。Ｓ１０８においては、ＣＰＵ３０２は、送信指示
がされたか否かを判定する。Ｓ１０７で、ユーザは、相手側と通話し、送信しても問題な
いと判断した場合、ＵＩ３１４でスタートキー押下等の操作により送信指示を行う。この
ように、所定のキー押下等のイベントを受け取ると、ＣＰＵ３０２は、ＵＩ３１４で送信
指示がされたと検知し、Ｓ１０９の処理へ移行する。Ｓ１０７にてユーザは、相手側と通
話し、送信すると問題があると判断した場合、ＵＩ３１４のスタート押下等の送信指示操
作を行わなければよい。或いは、ストップキー押下等の操作により送信中止及び通話終了
の指示を行ってもよい。ＣＰＵ３０２は、ＵＩ３１４で送信指示がされたことを検知でき
ないとＳ１１２の処理へ移行する。
【００７０】
　Ｓ１１２において、ＣＰＵ３０２は、通話終了指示がされたか否かを判定する。ユーザ
は、相手側と通話し、送信すると問題があると判断した場合、通話に使用したヘッドセッ
ト３０９、子電話３２８、又はＵＩ３１４で通話終了を指示する。相手が通話に出ない場
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合もユーザは通話終了を指示することができる。子電話３２８の通話終了指示は、ＳＬＩ
Ｃ３２７でオンフックを検知することで行うこともできる。ＣＰＵ３０２は通話終了指示
を検知すると、Ｓ１１１の終了処理へ移行する。また、ＣＰＵ３０２は、設定された一定
時間が経過した場合や設定された一定時間内にユーザからの指示が検知できない場合も通
話終了とみなしてＳ１１１へ移行する処理とすることもできる。一方、通話終了指示を検
知できない場合、ＣＰＵ３０２は、Ｓ１０８の処理へ戻る。
【００７１】
　Ｓ１０９において、ＣＰＵ３０２は、選択された送信宛先へＭＦＰ内蔵の送信部より送
信を行う。Ｓ１０３でユーザがＵＩ３１４より画面７０１、７０３、７１０に示す画面で
「通話後送信」を指示した場合を説明する。この場合、ＦＡＸ＝０３－００００－０００
１と、通信部＝Ｔ．３８とが登録されているため、ＣＰＵ３０２は、該当するＦＡＸの電
話番号へ送信を行う。受信機が呼び出しに応答すると、ＣＰＵ３０２は、スキャナ３１８
に設置された原稿を指定されたモードで読み取り、読み取った画像データをＴ．３８に合
致した通信方式で送信する。この場合、原稿を読み取りながらＦＡＸ送信を行うダイレク
ト送信を行ってもよい。或いは、「通話後送信」を選択した直後に原稿を先にすべて読み
とり画像データをＨＤＤ３０６に蓄積しておき、ＦＡＸ送信を行う段階では、蓄積した画
像データを利用するメモリ送信を行ってもよい。即ち、原稿をスキャナ３１８で読み取る
タイミングは任意でよい。
【００７２】
　ＣＰＵ３０２は、指示された相手ＦＡＸの電話番号を元にＳＩＰ　ＵＲＩを生成し、Ｓ
ＩＰによる呼接続を開始する。画像処理装置３０１からＴ．３８対応ＦＡＸ５０５に対し
て、ＩＮＶＩＴＥメッセージを送信する。Ｔ．３８対応ＦＡＸ５０５は、自装置宛のＩＮ
ＶＩＴＥメッセージを受信すると、ＩＮＶＩＴＥメッセージに含まれているオファーＳＤ
Ｐを精査し、対応可能なメディア情報が記述されていれば、２００ ＯＫメッセージを送
信する。２００ ＯＫには、Ｔ．３８対応ＦＡＸ５０５が受け入れるメディア情報と受信
ポート番号を記述したＳＤＰを含んでいる。ＣＰＵ３０２は、２００ ＯＫを受信すると
、２００ ＯＫメッセージを受信したことを示すＡＣＫメッセージを送信する。これによ
って、画像処理装置３０１と、Ｔ．３８対応ＦＡＸ５０５との間に、両者が同意したメデ
ィア情報でデータ通信を実現するＳＩＰセッションが確立される。ＣＰＵ３０２は、ＳＩ
Ｐセッションで伝送するメディアをＴ．３８として確立した後、画像処理装置３０１とＴ
．３８対応ＦＡＸ５０５との間で画像データを交換する。画像処理装置３０１から画像デ
ータの送信が終了したら、画像処理装置３０１からセッション終了を示すＢＹＥメッセー
ジを送信する。Ｔ．３８対応ＦＡＸ５０５がＢＹＥメッセージを受信し、データの受信が
完了以後の通信の必要がなければ、Ｔ．３８対応ＦＡＸ５０５から２００　ＯＫを送信し
、画像処理装置３０１、Ｔ．３８対応ＦＡＸ５０５ともに呼の切断を行う。そして、ＣＰ
Ｕ３０２は、Ｓ１１０の処理へ移行する。
【００７３】
　一方、送信宛先でＦＡＸ＝０３－００００－０００３と、通信部＝Ｔ．３０ＶｏＩＰと
が登録されていれば、ＣＰＵ３０２は、モデム３０７を使用して該当するＦＡＸの電話番
号へみなし音声でＧ３ＦＡＸ送信を行う。ＣＰＵ３０２は、メディアタイプをａｕｄｉｏ
でセッションを確立させた後、画像処理装置３０１とＶｏＩＰＧＷ５０２間でＶｏＩＰデ
ータを交換する。そしてＶｏＩＰＧＷ５０２でＶｏＩＰデータを変換し、ＰＳＴＮ５０３
を経由してみなし音声信号がＧ３ＦＡＸ５０８に伝達される。そしてＴ．３０手順に従い
画像処理装置３０１とＧ３ＦＡＸ５０８間でＦＡＸ通信を行う。画像処理装置３０１から
のＦＡＸ送信が終了する際に画像処理装置３０１からＴ．３０手順のＤＣＮ（Ｄｉｓｃｏ
ｎｎｅｃｔ）が送出され、Ｇ３ＦＡＸ５０８は、呼を切断する。画像処理装置３０１から
セッション終了を示すＢＹＥメッセージを送信する。ＶｏＩＰＧＷ５０２がＢＹＥメッセ
ージを受信し、ＶｏＩＰＧＷ５０２から２００　ＯＫを送信し、ＣＰＵ３０２は呼の切断
を行う。
【００７４】
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　ここで、図２のフローチャート２００を参照して、相手側装置の処理について説明する
。
【００７５】
　まず、Ｓ２０２において、相手側装置は、ＦＡＸ着信があったか否かを判定する。なけ
れば相手側装置は、応答しないため、Ｓ２０２の待機状態に戻る。一方、ＦＡＸ着信があ
れば、相手側装置は、応答するためＳ２０３へ移行する。Ｓ２０３において、相手側装置
は、ＦＡＸ受信を行う。続いて、Ｓ２０４において、相手側装置は、ユーザからの送信が
終了すると画像データの印刷や保存を行った後、終了処理を行う。相手側装置のＦＡＸ通
信部は、待機状態に戻り、一連の処理を終了する。
【００７６】
　図１のフローチャートの説明に戻る。Ｓ１０３でユーザがＵＩ３１４より画面７０２、
７０６、７１０で「通話後送信」を指示した場合のＳ１０９の処理について説明する。こ
の場合、相手の電子メールアドレス（Ｅメールアドレス）＝ｘｘ＠ｘｘ．ｃｏｍが登録さ
れているため、ＣＰＵ３０２は、該当するＥメールアドレスへ送信を行う。ＣＰＵ３０２
がネットワークＩ／Ｆ制御部３１９を経由してメールサーバ５１５へＳＭＴＰに合致した
通信方式でＥメールを送信する。スキャナ３１８に設置された原稿を指定されたモードで
読み取りＪＰＧやＴＩＦＦやＰＤＦ形式の画像データを添付するのが一般的である。この
場合、原稿を１ページずつ読み取りながら１ページ毎に送信してもよい。或いは、原稿を
一度全て読みとり画像データをＨＤＤ３０６に蓄積し、蓄積した画像データを送信しても
よい。或いは、「通話後送信」を選択した直後に原稿を先にすべて読みとり画像データを
ＨＤＤ３０６に蓄積しておき、蓄積した画像データを送信してもよい。即ち、原稿をスキ
ャナ３１８で読み取るタイミングは任意でよい。そしてＣＰＵ３０２はＳ１１０の処理へ
移行する。
【００７７】
　ここで、図２のフローチャート２２０を参照して、相手側装置の処理について説明する
。ここでは、ＰＣ５１７がＥメール通信部となる。Ｓ４０２において、ＰＣ５１７は、Ｅ
メール取得条件が合致したか否かを判定する。一般的にはＥメールソフトウェアは設定さ
れた一定時間ごとに、又は相手側装置がＥメールソフトウェアの受信操作を行うことによ
り、Ｅメール取得条件に合致するため、ＰＣ５１７はＳ４０３の処理へ移行する。Ｅメー
ル取得条件に合致しない場合はＳ４０２の待機状態に戻る。
【００７８】
　Ｓ４０３において、ＰＣ５１７は、Ｅメールを受信する。ＰＣ５１７からメールサーバ
５１５へＰＯＰ形式に合致する通信方法で受信する。続いて、Ｓ４０４において、ＰＣ５
１７は、メールサーバ５１５からの受信が終了すると終了処理を行う。ＰＣ５１７は、添
付されたＥメールのＪＰＧ，ＴＩＦＦ、ＰＤＦの画像データを参照することができる。Ｅ
メール通信部は待機状態に戻り、一連の処理を終了する。
【００７９】
　図１のフローチャートの説明に戻る。Ｓ１０３でユーザがＵＩ３１４より画面７０４で
「通話後送信」を指示した場合のＳ１０９の処理を説明する。この場合、ファイル送信の
宛先でｆｉｌｅ送信＝￥￥１７２．１６８．０．１￥ｓｍｂが登録されているため、ＣＰ
Ｕ３０２は、該当する共有フォルダへアクセスを行う。ＣＰＵ３０２は、ネットワークＩ
／Ｆ制御部３１９を経由して、ＰＣ５１６に設定された共有フォルダにＳＭＢ等に合致し
た方式で画像データを送信して書き込む。共有フォルダのアクセスにＩＤやパスワードが
必要な場合は、宛先登録で設定しておいて使用するか、その都度ＵＩ３１４で設定して使
用する。スキャナ３１８に設置された原稿を指定されたモードで読み取り、ＪＰＧ、ＴＩ
ＦＦやＰＤＦ形式の画像データを書き込むのが一般的である。この場合、原稿を１ページ
ずつ読み取りながら１ページ毎に送信してもよい。或いは、原稿を一度全て読みとり画像
データをＨＤＤ３０６に蓄積し、蓄積した画像データを送信してもよい。或いは、「通話
後送信」を選択した直後に原稿を先にすべて読みとり画像データをＨＤＤ３０６に蓄積し
ておき、蓄積した画像データを送信してもよい。ＣＰＵ３０２は、Ｓ１１０の処理へ移行
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する。
【００８０】
　ここで、図２のフローチャート２３０を参照して、相手側装置の処理について説明する
。ここでは、ＰＣ５１６がファイル共有部となる。Ｓ５０２において、ＰＣ５１６は、共
有ファイルアクセス条件に合致したか否かを判定する。一般的には画像処理装置３０１か
らＰＣ５１６の共有フォルダへアクセスがあった時点で、共有ファイルアクセス条件に合
致するため、ＰＣ５１６はＳ５０３の処理へ移行する。共有ファイルアクセス条件に合致
しない場合Ｓ５０２の待機状態に戻る。Ｓ５０３において、ＰＣ５１６は、画像処理装置
３０１から送信された画像データを共有フォルダへアクセスして書き込む。続いて、Ｓ５
０４において、ＰＣ５１６は、共有フォルダアクセスの終了処理を行う。ＰＣ５１６の共
有フォルダへアクセスすることでＪＰＧ，ＴＩＦＦ、ＰＤＦの画像データを参照すること
ができる。その後、ＰＣ５１６は、待機状態に戻り、一連の処理を終了する。
【００８１】
　図１のフローチャートの説明に戻る。Ｓ１０３でユーザがＵＩ３１４より画面７１０で
複数の送信宛先を指示した場合、Ｓ１０９において、上述したような送信処理を同時に行
う。同時に行えない場合は順次行う。その後、ＣＰＵ３０２は、Ｓ１１０の処理へ移行す
る。
【００８２】
　Ｓ１１０において、ＣＰＵ３０２は、通話終了指示がされたか否かを判定する。画像処
理装置３０１から送信宛先への送信が終了した後、ユーザは通話に使用したヘッドセット
３０９、子電話３２８、又はＵＩ３１４で通話終了を指示する。ＣＰＵ３０２は、通話終
了指示を検知すると、Ｓ１１１の終了処理へ移行する。また、ＣＰＵ３０２は、設定され
た一定時間が経過した場合や設定された一定時間内にユーザからの指示が検知できない場
合も通話終了とみなしてＳ１１１へ移行する処理とすることもできる。ＣＰＵ３０２は、
通話終了指示を検知できないと、Ｓ１１０の処理へ戻る。
【００８３】
　Ｓ１０６で「通話後送信」が選択されていないと判定されると、Ｓ１１３に移行し、Ｃ
ＰＵ３０２は、「送信」が選択されたか否かを判定する。ユーザがＵＩ３１４で「送信」
を指示していればＣＰＵ３０２はＳ１１４の処理へ移行する。一方、ユーザがＵＩ３１４
で「送信」を指示していなければＣＰＵ３０２はＳ１１５の処理へ移行する。
【００８４】
　Ｓ１１４において、ＣＰＵ３０２は、選択された送信宛先へＭＦＰ内蔵の送信部より送
信を行う。Ｓ１０３でユーザがＵＩ３１４より画面７０１－７０４、７０６、７０７、７
０９、７１０、７１３で「送信」を指示した場合、登録されている送信宛先へ、ＣＰＵ３
０２は送信を行う。この送信処理はＳ１０９で説明したのと同じ処理内容であるため説明
を省略する。Ｓ１１４の送信処理が終了すると、ＣＰＵ３０２は、Ｓ１１１の処理へ移行
する。
【００８５】
　一方、Ｓ１１３で「送信」が選択されていないと判定した場合はＳ１１５に移行し、Ｃ
ＰＵ３０２は、「通話」が選択されたか否かを判定する。ユーザがＵＩ３１４で「通話」
を指示していればＣＰＵ３０２はＳ１１６の処理へ移行する。ユーザがＵＩ３１４で「通
話」を指示していなければ、「通話後送信」「送信」「通話」のいずれでもないので指示
された他の処理又はエラー処理を行うため、ＣＰＵ３０２は、Ｓ１１１の処理へ移行する
。
【００８６】
　Ｓ１１６において、ＣＰＵ３０２は、選択された通話宛先名へＭＦＰ内蔵の電話部より
通話を行う。Ｓ１０３でユーザがＵＩ３１４より画面７０１－７０４、７０６、７０８、
７１０、７１２に示す画面で「通話」を指示した場合、登録されている通話宛先へ、ＣＰ
Ｕ３０２は通話を行う。この通話処理はＳ１０７で説明した処理と同じ処理内容であるた
め説明を省略する。Ｓ１１６の通話処理が終了すると、ＣＰＵ３０２はＳ１１１の処理へ
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移行する。
【００８７】
　Ｓ１１１において、ＣＰＵ３０２は、終了処理を行う。ＣＰＵ３０２は上述した動作や
通信に使用した機能を終了させて初期化し、上述した動作や通信結果のログをＨＤＤ３０
６に保存し、Ｓ１１７へ移行する。また、フローチャートには記載していないが途中でＵ
Ｉ３１４にて通信中止指示がなされた場合や動作中に機能動作エラーが発生し指示された
動作を継続できない時も、通信終了処理を実施するためＳ１１１へ処理を移行する。
【００８８】
　以上説明したように、本実施例に係る画像処理装置は、種々の通信方式を提供するとと
もに、１つのユーザに対して２つ以上の通信方式を連続して用いる場合に、予め設定され
た宛先を用いて、連続して異なる通信方式を用いるのか、単独の通信方式を用いるのかを
ユーザに選択させる。即ち、ユーザは、連続して異なる通信方式を用いる場合に、予め設
定された宛先において、連続して異なる通信方式を用いる指示を行うか、又は、単独の通
信方式を用いる指示を行うかの選択をするだけでよい。本実施例に係る画像処理装置によ
れば、連続して異なる通信方式を用いる指示がなされると、第１の通信方法を用いた通信
が行われ、当該通信の終了が検知されると、予め定められた宛先へ第２の通信方式を用い
た通信が行われる。つまり、ユーザは、第１の通信方法を用いた通信が終了したのちに、
第２の通信方式を用いた通信における宛先を設定する必要がない。
【００８９】
　＜第２の実施例＞
　次に、本発明の第２の実施例について説明する。図１を参照して、宛先登録でグループ
登録するときの処理フローについて説明する。以下で説明する処理は、ＣＰＵ３０２が、
ＲＯＭ３０４やＨＤＤ３０６に格納された制御プログラムをＲＡＭ３０５に読み出して実
行することによって実現される。なお、以下では、第１の実施例と異なる部分について主
に説明する。
【００９０】
　Ｓ１０２では画像処理装置３０１の電話帳へ予め登録済みの相手先の通話宛先名と送信
宛先名をユーザがＵＩ３１４から複数登録して関連付けする。画面６０９を用いて複数の
宛先を登録してグループで一括して同じ処理を適用し、複数の宛先に対して順次、通話後
送信する設定を説明する。ここでは、ユーザはＵＩ３１４に宛先Ｎｏ．＝０４を表示させ
る。ユーザは宛先の名称に支店グループを設定する。ユーザはグループ宛先の項目をＵＩ
３１４で表示させグループ宛先＝○に変更する。宛先Ｎｏ．０５、０６、０７は登録済み
であって、ユーザが通話したい相手のインターネット電話の宛先とＦＡＸの電話番号が設
定済みである。
【００９１】
　例えば登録の際には、ユーザは宛先Ｎｏ．０５のインターネット電話宛先名＝ｘ５０５
＊＊、ＦＡＸ番号＝０３－０００５－００００と登録する。同様に宛先Ｎｏ．０６のイン
ターネット電話宛先名＝ｘ５０６＊＊、ＦＡＸ番号＝０３－０００６－００００と登録す
る。宛先Ｎｏ．０７のインターネット電話宛先名＝ｘ５０７＊＊、ＦＡＸ番号＝０３－０
００７－００００と登録する。上記Ｎｏ．０５、０６、０７の相手は、ＩＰ網５０１かＰ
ＳＴＮに接続されているとする。ＦＡＸの通信部はすべてＴ．３８に設定される。他の欄
は空欄でもよい。
【００９２】
　そして宛先Ｎｏ．＝０４の設定において、ユーザはＵＩ３１４でグループ内訳の項目を
表示させ、宛先Ｎｏ．０５、０６、０７を登録する。複数の宛先に対して順次、通話後送
信する設定の入力が完了すると、ＵＩ３１４には画面６０９が表示される。電話帳の宛先
登録が完了したので、ＣＰＵ３０２の処理は次にＳ１０３へ移行する。
【００９３】
　Ｓ１０３において、ＣＰＵ３０２は、ＵＩで宛先選択と動作指示がされたか否かを判定
する。Ｓ１０２で画面６０９に示す複数の相手に通話した後、ＦＡＸ送信する設定をして
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いた場合、ＵＩ３１４に画面７１１が表示される。ユーザは画像処理装置３０１に送信す
る原稿を積載し、ＵＩ３１４により送信メニューを選択し、グループ化された宛先Ｎｏ．
０４を選択する。ユーザはグループ内訳が正しいかを確認した後、通話送信したい場合、
ＵＩ３１４の「通話後送信」を指示する。またユーザが通話のみを行いたい場合は、ＵＩ
３１４の「通話」を指示し、ユーザが送信のみを行いたい場合はＵＩ３１４の「送信」を
指示する。もしグループ内訳に含まれる宛先Ｎｏ．に画面６０８に示すような複数の通話
宛先と送信宛先が登録されていた場合、ＵＩ３１４に画面７０５に示すような表示がされ
て個別に通話宛先と送信宛先を選択する。グループ内訳の登録内容に応じて上記の選択を
行う。もしＵＩ３１４の画面に収まらない項目があった場合、画面をスクロールさせれば
表示できる。ＣＰＵ３０２は、ＵＩ３１４で宛先選択と動作指示がされたことを検知する
と、処理をＳ１０４へ移行する。
【００９４】
　Ｓ１０４において、ＣＰＵ３０２は、実行可能な宛先選択と動作指示がされたか否かを
判定する。Ｓ１０３でユーザが、「通話後送信」「送信」「通話」のいずれかの動作指示
をしたところ、ある１つの宛先Ｎｏ．では実行できない指示がされた場合、該当の宛先Ｎ
ｏ．に対しては何も行わず、次の宛先Ｎｏ．の処理に移る。そしてＳ１１１の終了処理に
て結果をＵＩ３１４に表示し、結果をログに保存する。具体的にはグループ内訳のＮｏ．
０５，０６，０７の内、もしＮｏ．０５だけＦＡＸ送信宛先しか登録されていない場合、
通話後送信を指示してもＮｏ．０５では実行できないためＳ１０５の処理へ移行する。動
作指示が可能な場合、ＣＰＵ３０２の処理はＳ１０６へ移行する。
【００９５】
　Ｓ１１１では、登録されたグループ内訳の宛先Ｎｏ．に対して順次Ｓ１０４乃至Ｓ１１
１の処理を順番に実行し、すべての処理が終了したかを判定し、結果をＵＩ３１４に表示
し、結果をログに保存して終了処理を行う。そしてＣＰＵ３０２は、処理をＳ１１７へ移
行して待機状態に戻る。
【００９６】
　以上説明したように、本実施例に係る画像処理装置は、複数の宛先を含むグループ登録
された宛先が選択された場合において、通話送信等が指示されると、各宛先の装置におい
て、実行できない機能があれば、当該宛先に対する処理をスキップする。これにより、グ
ループ登録された場合であっても、上記第１の実施例と同様に、好適に通話後送信を実現
することができる。
【００９７】
　＜第３の実施例＞
　次に、第３の実施例について説明する。図４を参照して、本実施例に係る画像処理装置
３０１のハードウェア構成と網の接続について説明する。ここでは、図３と異なる点につ
いて主に説明する。なお、本実施例は、上記第１の実施例と第２の実施例との少なくとも
一方と組み合わせて実現してもよい。
【００９８】
　図４に示す画像処理装置４０１では、ＣＯＤＥＣ３２０、バス３２１、音声回路３２２
、ＳＬＩＣ３２７、アナログ信号３１２、及びヘッドセット３０９が不要なため削除され
ている。代わりに画像処理装置４０１では、モデム３３０、リレー３２９、ハンドセット
３３１が追加されている。追加されたブロックは適切な信号で画像処理装置４０１内で接
続されＣＰＵ３０２によって制御される。画像処理装置４０１はＰＳＴＮに接続するＧ３
ＦＡＸ通信機能を２回線有し、また片方のＧ３ＦＡＸにはハンドセット３３１と子電話３
２８が接続され通話が可能である。画像処理装置４０１では、モデム３３０で通信するか
、ハンドセット３３１又は子電話３２８で通話するかをリレー３２９で切り替えることが
できる。モデム３３０とモデム３０７はＰＳＴＮ５０３に接続され、ＰＳＴＮ経由でのＧ
３ＦＡＸ通信や通話が可能である。他の部分は図３の画像処理装置３０１と同じ構造であ
るので説明を省略する。
【００９９】
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　次に、図１を参照して、本実施例における処理フローについて説明する。本発明で重要
となるフローを図１（Ａ）を用いて説明する。以下で説明する処理は、ＣＰＵ３０２が、
ＲＯＭ３０４やＨＤＤ３０６に格納された制御プログラムをＲＡＭ３０５に読み出して実
行することによって実現される。なお、以下では、第１の実施例と異なる部分について主
に説明する。Ｓ１０２では、電話帳へ宛先を登録するが、画面６１０を用いてハンドセッ
ト３３１又は子電話３２８で通話した後、ＦＡＸ送信する設定について説明する。また宛
先登録を行う画面６１０でＣＰＵ３０２は現時点で利用できない機能に関する宛先をＵＩ
３１４で非表示として選択できないようにしてもよい。
【０１００】
　ここでは、宛先の名称に支店１を設定する。ユーザが通話したい相手の電話番号０３－
００００－０００４を設定する。ユーザが送信したい相手のＦＡＸの電話番号０３－００
００－０００３を設定する。本実施例では、画像処理装置４０１はＴ．３８による通信部
を備えない。通信部の欄はＴ．３０を設定する。或いは、空欄にしておけば自動的にＴ．
３０が選択される。ハンドセット３３１又は子電話３２８で通話した後、Ｔ．３０でＦＡ
Ｘ送信する設定の入力が完了すると、ＣＰＵ３０２の処理はＳ１０３へ移行する。
【０１０１】
　Ｓ１０３において、ＣＰＵ３０２は、ＵＩで宛先選択と動作指示がされたか否かを判定
する。Ｓ１０２で画面６１０に示すように電話で通話した後、Ｇ３ＦＡＸ送信する設定を
していた場合、ＵＩ３１４に画面７１５が表示される。ユーザが通話宛先とＦＡＸ送信の
宛先が正しいか否かを確認した後、ＵＩ３１４の「通話後送信」を指示する。ユーザがハ
ンドセット３３１をオフフックして利用指示をしていれば、又はＵＩ３１４でハンドセッ
ト３３１からの通話を指示していれば、以降のステップＳ１０７にて通話にハンドセット
３３１を用いる。ユーザが子電話３２８をオフフックして利用指示をしていれば、又は、
ＵＩ３１４で子電話３２８からの通話を指示していれば、以降のステップＳ１０７にて通
話に子電話３２８を用いる。すると、ＣＰＵ３０２は、ＵＩ３１４で宛先選択と動作指示
がされたことを検知するのでＣＰＵ３０２の処理はＳ１０４へ移行する。つまり、ユーザ
が動作指示した方法によってその後の通話方法を切り替える。
【０１０２】
　Ｓ１０４では、ＣＰＵ３０２は、ＵＩ３１４で実行可能な宛先選択と動作指示がされた
か否かを判定する。もしモデム３３０、モデム３０７、ハンドセット３３１、子電話３２
８の内どれか１つが通信又は通話中の場合、「通話後送信」はできないためＣＰＵ３０２
の処理はＳ１０５へ移行する。もしハンドセット３３１、子電話３２８どちらかを通話指
示のためオフフックしている場合は、一旦モデム３３０で直流を補足する状態に制御した
直後にリレー３２９を切り替えてモデム３３０でＰＳＴＮからの直流ループを形成する。
そしてモデム３３０でダイヤルトーンを検出し、ハンドセット３３１又は子電話３２８が
通話中なのか「通話後送信」の通話指示をしているだけなのかを判断する。そして通話中
であれば「通話後送信」は実行できないため、リレー３２９をハンドセット３３１又は子
電話３２８側に接続し直した後、ＣＰＵ３０２の処理はＳ１０５へ移行する。即ち、通話
後送信の処理については中断することになる。このようにＣＰＵ３０２は実行可能な指示
であるかを判断する。
【０１０３】
　Ｓ１０７において、ＣＰＵ３０２は、選択された通話宛先へＭＦＰ内蔵の通話部より通
話を行う。Ｓ１０３でユーザがＵＩ３１４より画面７１５で「通話後送信」を指示した場
合を説明する。この場合、ＴＥＬ＝０３－００００－０００４が登録されているので、Ｃ
ＰＵ３０２は該当する電話番号へ通話を行う。ユーザがハンドセット３３１をオフフック
して利用指示をしていれば、又はＵＩ３１４でハンドセット３３１からの通話を指示して
いれば、通話にハンドセットを用いる。ＣＰＵ３０２は、リレーをモデム３３０側に切り
替え、モデム３３０で直流捕捉後ＰＳＴＮへＤＴＭＦを送出し相手の電話番号（０３－０
０００－０００４）へ発呼する。或いは、ダイヤルパルスを生成する回路でパルスを生成
し相手の電話番号へ発呼する。その後、リレーをハンドセット３３１側へ切り換え、ユー



(22) JP 6151911 B2 2017.6.21

10

20

30

40

ザはハンドセット３３１で相手と通話を行う。ユーザが子電話３２８をオフフックして利
用指示をしていれば、又はＵＩ３１４で子電話からの通話を指示していればＣＰＵ３０２
はリレーをモデム３３０側に切り替える。そしてＣＰＵ３０２はモデム３３０で直流捕捉
後ＰＳＴＮへＤＴＭＦを送出し相手の電話番号（０３－００００－００４）へ発呼する。
或いは、ダイヤルパルスを生成する回路でパルスを生成し相手の電話番号（０３－０００
０－０００４）へ発呼する。ユーザが「通話後送信」を指示した後にハンドセット３３１
又は子電話３２８の利用指示が未だ行われていない場合、ＣＰＵ３０２はＵＩ３１４に「
ハンドセットか子電話を持ち上げてください」のような表示を行う。ユーザが「通話後送
信」を指示する前に、ハンドセット３３１又は子電話３２８の利用指示が行われていた場
合、ＣＰＵ３０２は、上記の表示は行わない。ハンドセット３３１か子電話３２８どちら
を利用するか区別したい場合は、画像処理装置４０１内のフォトカプラにて区別すること
ができる。そしてＣＰＵ３０２はＳ１０８の処理へ移行する。
【０１０４】
　Ｓ１０９において、ＣＰＵ３０２は、選択された送信宛先へＭＦＰ内蔵のＦＡＸ送信部
より送信を行う。ユーザがＳ１０３でＵＩ３１４より画面７１５で「通話後送信」を指示
した場合を説明する。この場合、ＦＡＸ＝０３－００００－０００３　　通信部＝Ｔ．３
０が登録されているので、ＣＰＵ３０２は、該当するＦＡＸの電話番号へ送信を行う。モ
デム３０７で直流捕捉後ＰＳＴＮへＤＴＭＦを送出し相手ＦＡＸの電話番号（０３－００
００－００３）へ発呼する。或いは、ダイヤルパルスを生成する回路でパルスを生成し相
手ＦＡＸの電話番号へ発呼する。
【０１０５】
　受信機が呼び出しに応答すると、スキャナ３１８に設置された原稿を指定されたモード
で読み取った画像データをＴ．３０に合致した通信方式で送信する。この場合、原稿を読
み取りながらＦＡＸ送信を行うダイレクト送信を行う。或いは、「通話後送信」を選択し
た直後に原稿を先にすべて読みとり画像データをＨＤＤ３０６に蓄積しておき、ＦＡＸ送
信では蓄積した画像データを利用するメモリ送信を行ってもよい。もし「通話後送信」で
登録された通話とＦＡＸの電話番号が一致していても、相手がＮＧＮの複数セッション契
約で同じ電話番号でＦＡＸと通話の同時着信が可能であるかもしれないのでエラーにはせ
ず処理を続行する。送信後にＣＰＵ３０２はＳ１１０の処理へ移行する。
【０１０６】
　上記説明ではＴ．３８やＴ．３０ＶｏＩＰ通信にＮＧＮで契約した番号計画に基づく電
話番号で宛先を指示することを説明したが、Ｉｎｔｅｒｎｅｔ Ｐｒｏｔｏｃｏｌ Ａｄｄ
ｒｅｓｓ（ＩＰアドレス）、Ｕｎｉｆｏｒｍ Ｒｅｓｏｕｒｃｅ Ｌｏｃａｔｏｒ（ＵＲＬ
）、Ｓｅｓｓｉｏｎ Ｉｎｉｔｉａｔｉｏｎ Ｐｒｏｔｏｃｏｌ（ＳＩＰ）　Ｕｎｉｆｏｒ
ｍ Ｒｅｓｏｕｒｃｅ Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ（ＵＲＩ）や付随するポート番号やＩＤやパス
ワード等を用いて宛先を指示してもよい。
【０１０７】
　以上説明したように、相手に対して通話後にファクシミリを送信したい場合、受信側が
新しいインフラを導入すると通話とＦＡＸの番号や通信部が一致しないケースがある。そ
のような場合でも相手選択を１回に減らし、誤送信の可能性を減らし操作の省略ができる
使い勝手のよい画像処理装置を提供することができる。
【０１０８】
　＜その他の実施例＞
　また、本発明は、以下の処理を実行することによっても実現される。即ち、上述した実
施形態の機能を実現するソフトウェア（プログラム）を、ネットワーク又は各種記憶媒体
を介してシステム或いは装置に供給し、そのシステム或いは装置のコンピュータ（又はＣ
ＰＵやＭＰＵ等）がプログラムを読み出して実行する処理である。
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